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大阪・関西万博

期間：2025年4月13日（日）～ 10月13日（月）

場所：夢洲（大阪市臨海部）

来場者数（想定）：約2,820万人

テーマ：いのち輝く未来社会のデザイン

提供：２０２５年日本国際博覧会協会 1



大阪ヘルスケアパビリオン

夢洲駅
大阪ヘルスケア
パビリオン

提供：２０２５年日本国際博覧会協会

• 立地は夢洲駅の隣で、会場中心
部への同線上

• ２階建てスロープの設計

• 出展参加テーマは「REBORN」 2



提供：2025年日本国際博覧会大阪パビリオン推進委員会

大阪ヘルスケアパビリオン イメージパース
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大阪ヘルスケアパビリオン

4

1階

展示・出展
ゾーン

都市移動用
のモビリティ

ミライの医療

ミライの大阪
の食・文化

アトリウム

アトリウム

平面図

搬出入口
幅 3,000mm
高さ3,000mm

延べ面積(壁芯) 約163㎡（内法148㎡）

天井高さ
3,850mm

（スロープ下部3,150～3,350m）

面積、仕上げ等 (注) 実施設計において検討中の内容です。

提供：2025年日本国際博覧会大阪パビリオン推進委員会 提供：2025年日本国際博覧会大阪パビリオン推進委員会



中小企業・スタートアップ展示の位置づけ

EXPO2025

大阪ヘルスケアパビリオン テーマ館 民間パビリオン公式参加パビリオン 日本政府館

展示・出展
ゾーン

未来の病院
先端医療展示

食レストラン
ヘルスケア

先進予防ドック
バーチャル大阪
パビリオン

26週間

カラダの健康と美容を実現するオフィス ココロとアタマの健康を目指したオフィス

4/14 10/13
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大阪商工会議所の提案

ウェルネスを実現する

テクノロジーと空間

2035年

この「未来のウェルネス」に向けた一歩として、
EXPO2025では、

プロダクト・サービスを展示する企画をした。



展示シーン

⚫ 展示ゾーンにはオフィス空間を再現

⚫ 来場者がプロダクトやサービスを体験できる展示

⚫ １期間につき、10～15者程度が出展（２期間で延
べ20～30者）



プロダクト・サービスのイメージ

腸内環境測定デバイス

バイタル/姿勢検知ソファー

オーダーメイドサプリ

フェイススキャン

歩容解析
アルゴリズム

フィットネス
チェア／デスク

カラダの健康と美容を実現するオフィス

バイタルセンシング
デスク

機能性
フード／メニュー



プロダクト・サービスのイメージ

ストレス緩和する
アロマシューター

リラックスを
補助するディバイス

脳波計測
機能付き通信端末

集中力／認知機能を
高める音

パワーナップ用の
空間

ココロとアタマの健康を目指したオフィス

メンタル
モニタリング
アルゴリズム

フィットネス
チェア／デスク



解決したい課題群

身体的健康

疾病検知・管理

フェムケア

• 慢性的な運動不足
• 同じ姿勢の継続による腰痛、

肩こり、頭痛
• ブルーライトによる目の疲れ、

視力低下
• 長時間のイヤホン使用による

外耳炎、難聴助長
• タイピングによる手のしびれ

• 疾患の早期発見
• 急な発熱（無理の継続）
• 慢性疾患への対応（通院、

投薬等）

• 周期的なホルモンバラン
スの変化、更年期による
体調変化

• 妊娠・不妊に伴う身体的
負荷の増加

機能障害

• 身体的障害に対する理解
や許容性の欠如

• 施設・設備・機材・備品
等の物理的な使いにくさ

栄養・体調管理

• 体温や血糖値、眠気、疲
労感、空腹感の上下によ
る集中力の減衰

• 食欲と身体が必要な栄養
のバランス崩壊

• 肥満、過食の防止

美容・アンチエイジ
ング

• 見た目年齢が及ぼす気持
ち・行動の変容

• 長時間労働の疲労による
見た目の衰え

カラダの健康と美容を実現するオフィス



解決したい課題群

精神的安定

機能障害（発達・認知）

不快感軽減

• 自然のリズム（日光や外気）から
の隔絶

• 対人業務（コールセンター、窓
口）によるストレス

• 昇進、異動による負荷の増大
• 単純作業からくる喪失感
• ユーザビリティの低いシステム、

食堂やエレベーター等の渋滞

• 精神的障害に対する理解や許容性
の欠如

• 脳の健康の維持に資するアクティ
ビティ

• タバコ、コーヒー臭い
• 夏場の外出中の汗、冷房による汗

の冷え
• 足元の冷え、空調による乾燥
• 害虫（蚊など）の侵入
• マスクによる肌荒れ
• アクリルパネルによる声の減衰
• 集中を妨げる騒音・雑音や過度な

静けさ

認知機能・集中

• 社員間のコミュニケーションのと
りやすさ

• 集中力、発想力を高める環境づく
り

• 創造力が高まることによる業務効
率化

ココロとアタマの健康を目指したオフィス



スケジュール（暫定版）

募集説明会
一次エントリー開始

一次エントリー
締切

5/31
(水)

出展者
ネットワーキング

7月
上旬

出展者選考
エントリー開始

8/17
(木)

出展者選考
エントリー締切

10/13
(金)

ピッチ審査

12月

出展者正式決定

3月

4月

書類選考
結果通知

11/30
(木)

選考結果通知

1月

3月

β版博(仮)

12月

ブーストセミナー 出展最終調整

？月

展示出展契約
（出展料お支払い）

エントリー企業の展示内容
ブラッシュアップや企業間
連携のため、オフィス関連
企業との交流会を実施

交流会には、その他のヘル
スケア企業や、空間関連企
業（住空間、商業施設等も
参加し、多様な企業間連携
の可能性が模索できる

展示出展への意
思表明のために
原則必須のエン
トリー（エント
リー無料）

展示出展者の選考
へと進んでいただ
くために必要なエ
ントリー（エント
リー無料）

1者、5分のプレゼン
テーションを実施し、
1期間あたり10～15
者程度、2期間で延
べ30者程度が選考通
過

出展プロダク
トのβ版を一
般向けに公開
し、ユーザー
からフィード
バックを得る

磨き上げ／出展調整

トップメン
ターらによる
セミナーと選
考を通過した
出展者による
交流会を開催

2023 2024 2025

1期間あたり30者
程度、２期間で延
べ60者程度が選考
を通過し、ピッチ
審査へと進んでい
ただきます

1.5カ月に1回
程度の進捗報
告会の開催し、
併せて、メン
タリングの機
会を提供

2/24
(金)



中小企業・スタートアップの出展条件

対象者 事業者要件

所在地要件

その他要件

※右記の各要件す
べてを満たす者

以下いずれかの要件を満たすこと

① 中小企業の定義（表）の資本金または従業員
数のいずれかを満たす法人または個人事業者

② ①で構成するグループ

③ 2025年までに起業を予定する者またはグループ

資本金 従業員数

製造業、以下に掲げる以外
の業種

3億円以下 300人以下

卸売業 1億円以下 100人以下

サービス業 5,000万円以下 100人以下

小売業（飲食業を含む） 5,000万円以下 50人以下

以下いずれかの要件を満たすこと

① エントリー時点で大阪府内に事業所を有する

② 2025年までに大阪府内に活動拠点を展開する意思がある

③ 大阪府内の法人等の協力（例：共同研究や資本提携）により出展したいプロダクト・サービスの実現を目指
している

※③要件の充足は個別判断となります

以下すべての要件を満たすこと

① 宗教活動や政治活動を目的としていないこと

② 消費税及び地方消費税を完納していること

③ 大阪府入札参加停止要綱に基づく入札参加停止措置を受けている者又は同要綱別表各3号に掲げる措
置要件に該当する者でないこと

④ 大阪府公共工事等に関する暴力団排除措置要綱に基づく入札参加除外措置を受けている者又は同要
綱別表各号に掲げる措置要件に該当する者でないこと

⑤ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条第１項に規定する風俗営業又は同条第5

項に規定する性風俗関連特殊営業を府内において営んでいないこと



中小企業・スタートアップの出展条件

対象
プロダクト

ワークプレイス（オフィス等）やその周辺空間（飲食スペース、キッチン、トイレ、
レクリエーションルーム、スパ、仮眠室等）との親和性があり、ウェルネスの向上に
資するプロダクト／サービス
※ただし、飲食の提供を伴うもの、大きな音の出るもの、きつい臭いを伴うものは除く

出展
費用

100万円（消費税込み）
※ エントリーは無料

※ 「展示物（現物）」「展示物の加飾費」「展示物に係る搬入搬出経費」その他自社の展示、出展に関する費用
は自己負担

出展
期間

1者につき1週間（時期は未定）
※ 2025年大阪・関西万博の会期は2025/4/13(日)～10/13(月)

出展
場所 大阪ヘルスケアパビリオン「展示・出展ゾーン」内



事業体制

実施主体

ネットワーク
パートナー

※現在募集中

企画パートナー

事業パートナー



出展者選考委員

妙中義之 氏
国立循環器病研究センター
名誉所員

森下竜一 氏
大阪ヘルスケアパビリオン総合プロデューサー／
日本抗加齢協会 副理事長

谷口靖太郎 氏
Takram
デザインエンジニア, ディレクター

植田 和則 氏
ボストンコンサルティンググループ
マネージング・ディレクター＆パートナー

桑原智隆 氏
Scrum Ventures | Scrum Studio
Vice President, Strategy

＜委員長＞

川上裕太郎氏
アルファドライブ
イノベーション事業部
インサイドインキュベーション・リード



メンター

桑原智隆 氏
Scrum Ventures | Scrum Studio
Vice President, Strategy

谷口靖太郎 氏
Takram
デザインエンジニア, ディレクター

植田 和則 氏
ボストンコンサルティンググループ
マネージング・ディレクター＆パートナー

他にも、製薬企業、空間関連企業、
ベンチャー・キャピタル など 調整中……

小林博幸 氏
塩野義製薬株式会社
ヘルスケア戦略本部

三戸仁 氏
小野薬品工業株式会社
経営戦略本部 BX推進部 部長
株式会社michiteku 代表取締役社長

柿木原明良 氏
株式会社フィラメント
シニアビジネスアーキテクト



① ②

③ ④

ブーストセミナー（2024年4月頃）

国内トップクラスのメンターからのセミナープログラムを提供
（詳細は決定次第発表）。さらに、出展者同士の交流
機会を設定

メンタリング（2024年5月～ 2025年3月）

1.5カ月に1回のペースで進捗報告会を開催。併せて、希
望に応じて、事業化推進、ヘルスケア、オフィス等の空間を
扱う事業経験を有するメンターへの相談機会を設定

β版公開イベント（ 2024年12月頃、開催方法検討中）

展示プロダクトのベータ版を一般向けに公開する「β万博
（仮）」に出展し、生活者からのフィードバックを得られる
機会を設定

ネットワーク提供（随時）

大阪商工会議所やパートナーのネットワークを通じて、プロ
ジェクト推進に必要な企業や機関を探索・紹介

⑤
プロモーション支援（随時）

大阪商工会議所が行うプレスリリースやイ
ベントでの告知等による情報展開、及び、
趣旨に賛同する事業パートナーによる情報
発信

出展者への支援メニュー



ご参画方法

出展条件を満たす可能性のある方は、ぜひエントリーしてください
（ https://www.osaka.cci.or.jp/expo2025_osaka_pavilion/）

出展エントリー

出展者紹介 出展可能性のある候補者に本事業をご紹介ください

◼ この他、本事業にご賛同いただき、事業推進にあたり、企画面／運営面／資金面／フィールド面／
出展者支援等で、パートナーとなっていただける方は、弊所までご連絡ください

ご賛同いただけます場合、弊所Webサイトや本事業の説明資料に貴社のロゴマークおよびメンター様の情報を掲出いたしますので、素材のご提供をお願いいたします。

https://www.osaka.cci.or.jp/expo2025_osaka_pavilion/


特設サイト

大阪商工会議所 産業部 ライフサイエンス振興担当

Email：bio@osaka.cci.or.jp TEL：06-6944-6484

< TEAM > 槇山 愛湖、東 潤一、笹本 慧、常深 久代

ウェルネスの未来を拓く
BUILD IT UP WITH TECH ＆ DESIGN

皆様からのエントリーをお待ちしております

mailto:bio@osaka.cci.or.jp

